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１．はじめに 

 本業務は、当初の業務項目は黒谷第１

号砂防堰堤および餌掛谷上流第４号砂防

堰堤の補強設計を行うとともに、最適な

補修計画を立案することを目的とする業

務であった。そこで、対象施設を確認し

た結果黒谷第１号砂防堰堤の主堤体の左

岸側袖部にせん断変位を伴う亀裂が発生

しており、安全性に問題が生じていると

判断された（写真-1）。また、既往資料調

査結果および概略の現地踏査の結果、堰

堤左岸側には地すべりが存在し、この地

すべりの活動に伴い、砂防堰堤に変状が

生じているものと推測された（写真-2）。 
 このため、急遽、この黒谷第１号砂防

堰堤左岸側の地すべりの範囲や深さを

確認し、対策工法の検討を行うこととな

った。 
 ここでは、地すべりの範囲や深さを確

認するために実施した現地踏査・リフト

オフ試験およびボーリング調査等の調

査作業時の安全対策について報告する。 
 
２．調査概要 

 調査概要は以下の通り。 
①現地踏査：１式、平成 25 年 7～8 月実施 
②リフトオフ試験：４か所、平成 25 年 8～9 月実施 
③ボーリング調査・観測：２孔（φ86mm オールコア、深度 32m・35m、孔内傾斜計） 

    平成 25 年 9～11 月実施 

写真-1 黒谷第１号砂防堰堤の堤体の亀裂 

写真-2 黒谷第１号砂防堰堤周辺斜め写真 
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３．現地踏査 

 現地踏査の対象地は平均傾斜 45°の急斜面であるため（写真-3）、作業開始時にＫＹ活

動を行い安全上の留意点を確認した（写真-4）。踏査時の安全留意事項は、単独行動ではな

く複数人数での作業とすること、上り下りでは落石に注意し上下作業にならないようする

こと、崖地を移動しなければならない箇所は登坂用のロープを設置して滑落防止を図る、

熊が生息する地区なので熊鈴を常に携帯したことが挙げられる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．リフトオフ試験 

(1)概要 
 リフトオフ試験は、砂防堰堤の変状の原因を把握する目的で既設アンカーを対象として

行った。リフトオフ試験は、露出させたアンカーヘッドにジャッキを取り付けて引っ張る

ことで、残存緊張力が把握できるものである（写真-5）。現地踏査で推定した地すべりブロ

ックとアンカーの残存緊張力を比較することで、地すべり範囲や変位量などの地すべり変

動状況を推定する重要なデータとなる。 
(2)ＫＹ活動 
 作業内容は、リフトオフ試験は機材運搬、足場の仮設、コンクリートキャップのはつり、

露出させたアンカーヘッドの観察、リフトオフ試験、頭部キャップによる復旧工と複数の

工程を伴う。そこで、その日行う作業内容に応じた危険予知活動を日々行った（写真-6、
写真-7）。 

 
 
 
 
 
 
 

 写真-5 リフトオフ試験 写真-6 ＫＹ活動(ﾘﾌﾄｵﾌ試験) 写真-7 ＫＹ活動記録表 

写真-3 踏査箇所の斜面状況 写真-4 ＫＹ活動状況（現地踏査） 

熊鈴 



(3)安全対策 
 急傾斜地に設置されたアンカーのコンクリートキャップをはつり、その後アンカーヘッ

ドに重量約 200kg のジャッキを運搬して試験を行うため、安全対策として作業高台を設置

した(写真-8)。はつり作業の際は、防護メガネとマスクにて防護した(写真-7)。その他、試

験が上下となる箇所があるため、上下作業は避けた工程とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．ボーリング調査・観測 

ボーリング調査・観測では、現地踏査等同様に、急傾斜地上での作業となることから、

以下の対策を実施しながら現地作業を実施した。 
1）現場危険予知活動（現場 KY）の実施 

  急傾斜面上での毎日の作業では、第一に計測員ひとりひとりの意識付けが非常に重 

要であると考え、現地での KY を通じて安全への意識を高めた（写真-10）。 
 2）使用機器および設置状況の確認 
  斜度 40 度を超える箇所へのモノレールの設置、資機材の運搬、ボーリング足場の架設では、設置

された資機材の不具合が重大な事故へつながる恐れがあるため、設置後の確認（点検）に加え、中

間段階での点検を実施した（写真-11、写真-12）。 
 3）斜面移動時は、“両手をフリー”に 
  ボーリング実施後の孔内計測等では、急斜面上で観測機材を運搬する必要があるが、専用の“背負 

子”に機材をセットし、“両手をフリー”にし、不意の転倒時にも対応できるようにした（写真-13）。 
4）安全作業マニュアルによる悪天候時等の作業中止基準の設定 
 作業エリアが谷沿いの急傾斜地であることから、豪雨等の悪天候時の作業は、速やか

に中止し、現場から待避する、もしくはあらかじめ作業を中止する必要があった。こ

のため、悪天候等の雨量等の作業中止基準（図-1）を設定して作業を実施した。雨量

のデータは、ネット上の観測雨量、レーダー雨量等を活用した。ただし、現地のネッ

トの通信状況は、谷間であったことから、必ずしも良好でなかったため、事務所内で

確認した気象情報を現地に連絡する 2 重の確認体制をとり、待避判断の遅れがないよ

うに留意した。 

写真-8 作業高台と階段の設置状況 写真-9 コンクリートのはつり作業 



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．おわりに 

 本業務は、急斜面部において既設地す

べり対策工の健全度調査と地質調査を

行ったものであり、秋季の作業となった

ボーリング調査は台風の複数回の接近

と重なり急な段取りの変更が必要にな

ったが、積雪前に無事終了することがで

きた。 
現場作業に当たり、助言を頂きました

神通川水系砂防事務所調査課の皆様に

は改めて御礼申し上げます。 

写真-10  KY 活動状況（ボーリング・モノレール仮設） 写真-11 点検状況（モノレール） 

写真-12  点検・パトロール状況（ボーリング） 写真-13  急斜面での機材運搬状況（観測時） 
    専用の背負子使用で両手をフリーに 

図-1 安全作業マニュアル（作業中止基準） 


